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図 1: クオリティ・納期平面上にお
ける各クリエイターのダイナミクス
の一例。

本研究では、アニメーション制作業界におけるプロデューサーとクリエ
イター間のオピニオンダイナミクスを、Hegselmann と Krause によって
提唱されたモデル（HKモデル）1),2) に基づく数値シミュレーションによ
り解析した。
アニメーション制作業界においてプロデューサーは主に納期を重視する
一方、クリエイターは納期を犠牲にしてクオリティ向上を目指す傾向にあ
ると考えられる。その結果、両者間で納期とクオリティに関する意見対立
がしばしば生じる。そのため、クリエイターのまとめ役であるプロデュー
サーがクリエイターの意見を汲み取り、自分の意見と折り合いをつけるこ
とが非常に重要である。本研究では、意見（オピニオン）を連続変数とし
て扱う HKモデルに基づいて両者の意見形成過程を数値的に再現し、合意
形成の条件を調べた。
図 1は、本モデルによるシミュレーション結果の一例である。これらの
結果を通して、プロデューサーがクリエイターに対してとるべき行動指針
について検証・考察する。
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